
事業の計画・内容

○子ども自然体験学習事業
・小学５・６年生対象　　　　

○親子ふれあい体験学習事業
・中学３年親子対象
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担当部課名 青少年健全育成事業教育委員会島ヶ原分室

1,800 1,800

0.25 0.25 0.25

根拠法令・要綱等平成

ソフト事業

島ヶ原地区において、各種協議会や自治会連合会島ヶ原支部、学校
教育関係等で組織された島ヶ原地区青少年育成市民会議により、児
童・生徒を対象に青少年の健全育成に取り組む。

事業名

基本施策

1076

伊賀市　事務事業評価シート

家庭、地域、学校の連携が密となり「地域の子どもは、地域で守り育てる」
機運が高まる。又、野外活動など直接体験の機会を通じ「協調性」や「自制
心」が養われ社会の基本的なルールの理解が深まる。

成果（どうなるのか）

青少年健全育成事業

終了年度開始年度 平成 年度

事業の目的の成果を測る指標

900

1,800

2,700

900

作成者氏名

事
業
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年
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事
業
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容

対象等（何を、誰を）

H19（予算）H17 H18（予算）

年度

4

4

4

評
価

有効性

達成度

効率性

4必要性

単位

2,460

活動指標

親子ふれあい体験学習参加者数 人660

子ども自然体験学習参加児童数 人

100

目標

100

100

Ａ

総合評価

100

小学生児童や中学生親子を対象にした体験学習は、島ヶ原小・中学校やＰТＡの協力を得て実施している。

（参加者数／小学４・５年の該当生徒
数）

自然体験学習参加率

ふれあい体験学習参加率

（参加者数／中学３年の該当親子数）

％

平成１８年度より３ヶ年間１０パーセントずつ減額

子どもふれあい体験学習事業等今後も、島ヶ原小・中学校やＰТＡの協力を得て実施していく必要がある。

％
100

目標

H18（目標）指標設定の考え方

該当する親子数を分母とし、参加者数を分子とした。

該当する生徒数を分母とし、参加者数を分子とした。

100

37 子どもたちの健やかな成長を促す
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